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令和 7年度和歌山県海岸漂着物組成調査業務  

調査報告書 

 

1. 調査概要 

本調査は、環境省海岸漂着物等地域対策推進事業の一環として、和歌山県海岸漂着物対策推進地域

計画に基づく重点対策区域である「友ヶ島（沖ノ島）、加太海岸、磯ノ浦」における海岸漂着物の漂

着状況の詳細を明らかにしようと実施したものである。 

 

2. 調査内容 

 

2.1 調査地点 

調査地点を図 1に示した。調査地点は 2地点あり、1地点は友ヶ島（沖ノ島）に位置する池尻浜海

岸、もう 1地点は友ヶ島の対岸に位置する深山第三砲台跡前海岸を調査地点とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点 

（左：池尻浜海岸、右：深山第三砲台跡前海岸）  

300m 
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2.2 調査方法 

調査は環境省の定める「地方公共団体向け漂着ごみ組成調査ガイドライン」に記載の方法に従って、

2025年 11月から 12月にかけて実施した。 

調査地点の選定については、和歌山県の担当部局（環境生活部環境政策局循環型社会推進課地域環

境推進班）、および友ヶ島の管理者である和歌山市等と事前相談の上、現地踏査によって漂着物の量

や種類、およびその他の諸条件について確認した。調査対象地については、ガイドライン上で「長さ

100m 以上の海岸」であり、「おおむね 1 年間清掃活動が行われていないことを基本とする」と要求

されている。また、調査実施を可能とする諸条件（海岸へのアプローチ方法、車両の通行可能性、駐

車場やトイレの有無等）が整っている必要がある。これらの条件を全て満たす海岸は加太・友ヶ島地

域には存在しなかった。そこで、最も多くの条件を満たす海岸として、昨年度に引き続き、1箇所は

友ヶ島（沖ノ島）の「池尻浜海岸」を選定した。池尻浜海岸では 1年以内に清掃活動や海岸管理の目

的での車両進入等があったことが確認されたが、それ以外の条件はすべて満たされていた。 

他方、もう 1箇所については、やはり昨年度と同様「深山第三砲台跡前海岸」を選定した。深山第

三砲台跡前海岸については、礫浜と磯浜を合わせた延長は 100m以上であるが、調査可能な礫浜の延

長だけでは 100mに満たない点など、ガイドライン上の条件を十分に満たさない点があった。一方、

友ヶ島（沖ノ島）の対岸に位置するため、これと対比可能な意義のあるデータを得られると想定され

た。以上の 2地点について和歌山県の担当部局と事前に相談したところ、実施に支障ないとの回答が

得られたため、調査地として決定した。 

 

2.3 調査機材 

 調査の際にはガイドラインに記載の必要物品のほか、これまでの現地調査の経験から必要と判断

した機材等を加え、下記を準備した。 

・ 分類表兼データシート 

・ 筆記用具 

・ ごみを収集するためのスタンドバッグ（ガーデンバッグを代用品として使用） 

・ 容量のわかるごみ袋 

・ 容量のわかる 10ℓバケツ 

・ 重量を測定するための計量秤（デジタル式の上皿式はかりと吊りばかりの 2種類） 

・ メジャー 

・ 手袋（軍手を代用品として使用） 

・ ロープ等の切断用具 

・ カメラ 

・ GPS測定器 

・ ロープ（調査区画） 

・ 危険物収容容器 

・ 調査人員に配布するための、調査方法や注意事項等の説明文書 

・ 救急用具 
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2.4 調査日程 

 調査日程と調査内容、調査地点について表 1に示した。 

 

表 1 調査概要 

 日程 調査内容 調査場所 

第 1回調査 11月 15日 回収 友ヶ島（沖ノ島）池尻浜海岸 

第 2回調査 12月 7日 回収 深山第三砲台跡前 

第 3回調査 12月 14日 分類・測定 堺市内 

 

2.5 調査人員 

 調査人員について表 2に示した。 

表 2 調査人員 

 現場監督 作業責任者 作業リーダー 作業員 合計 

第 1回調査 1名 1名 2名 34名 38名 

第 2回調査 1名 1名 5名 17名 24名 

第 3回調査 1名 1名 5名 20名 27名 

 

 

3. 調査結果 

 

3.1 池尻浜海岸 

（1）調査状況 

 池尻浜の現地の状況を図 2から図 5に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2 池尻浜における漂着物の散乱状況（回収前） 
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図 3 池尻浜における漂着物の散乱状況（回収前・近景） 

図 4 回収作業の様子 

図 5 回収後の対象地 
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（2）調査結果 

 データシートにまとめたデータを 5ページから 7ページに示した。 

 

①  必須項目データシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

m

海岸基質： 砂浜 ○ 礫浜 磯浜 その他（ ）

N E

年 11 月 15 日 ～ 11 月 15 日

時 分 ○

時 分 ○

人 ○ 無 有 （バックホウ 台、ユニック 台 その他（ ）

奥行き方向の回収範囲 ○ 全範囲 一部範囲

河口付近： 島嶼地域： ○

※１　少なくとも「個数及び容量（L)」または「個数及び重量（kg）」を計測する。可能であれば、「個数・容量（L)・重量（kg）」すべて計測する。

0.01

1.32

0.06

0.21

23.00

0.10

1.20

0.80

25

6

90

4

自然物

その他 その他 0

緯度：　　　　　　　　　経度：　　　　　　　　　ごみの種類（　　　　　　　　　　） 0

ゴム　※２

ガラス、陶器　※２

金属　※２

紙、ダンボール　※２

天然繊維、革

木（木材等）

電化製品、電子機器

人力で動かせない物

天然繊維、革 7

木（木材等） 106

電化製品、電子機器 3

自然物 161

16

ガラス、陶器

15.51

12.10

2.00

23.00

3.00

0.00

7.80 1.43

1.40 0.99

0.01

0.00

10.29

0.12

0.19

0.43

0.25

0.01 0.03

0.040.11

5.50

15.00

4.40

2.70

0.10

2.17

0.04

0.34

4.51 0.62

4.62 0.18

0.02 0.06

32.44

容量（L)　※１ 重量（kg）　※１

2.51 0.46

112.00 3.37

0.146.00

12.00

3.00

0.80 0.05

0.10 0.01

16.00 0.51

16.90

220.50

0.21

1029.00

0.00

0.00

0.07

124.76

0.00

0.00

26.00

0.00

3.60

0.00

0.040.40

0.00

0.00

1.70

0.00

0.00

0.17

0.28

0.07

飲料用（ペットボトル）＜1L 130

その他のプラボトル＜1L 3

飲料用（ペットボトル）≧1L 6

その他のプラボトル類≧1L 1

（　　　　　　　ｍ）

回収開始時刻： 10 0 清掃： 3ヶ月以内に実施 1年以内に実施

回収終了時刻： 3ヶ月以内

漂着ごみ　データシート①

都道府県名： 和歌山県 調査海岸の奥行き(平均）： 約25

一般社団法人　加太・友ヶ島環境戦略研究会

34.28307

　※小数点第5位まで記載（例：N 35.00000、E 135.00000）

実 施 者 ：

調査海岸：　　　　　　　　　　和歌山市沖ノ島（友ヶ島）　池尻浜海岸 調査地点　中心点： 135.00258

調査実施日： 2025

14

金属 24

紙、ダンボール 16

(発泡スチロール) コップ、食品容器

発泡スチロール製フロート、浮子（ブイ）

発泡スチロールの破片

発泡スチロール製包装材

その他

ゴム

219

2

17

0

15 0

回収作業人数： 38

個数

プラスチック 210

台風・豪雨： 1ヶ月以内

重機の使用：

必須項目

ボトルのキャップ、ふた

ストロー 55

マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 3

ロープ・ひも（漁具） 33

アナゴ筒（フタ、筒）（漁具）

その他 143

食品容器（ファーストフード、コップ、ランチボックス、それに類するもの）

カキ養殖用まめ管（長さ1.5cm)（漁具） 58

カキ養殖用パイプ(長さ10-20cm)（漁具） 0

漁網（漁具） 0

その他の漁具（漁具） 13

釣具

たばこ吸殻（フィルター）

苗木ポット

大分類

ボトル

生活雑貨（歯ブラシ等）

125

ポリ袋（不透明、透明） 142

ライター 4

テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） 21

シートや袋の破片

硬質プラスチック破片

ウレタン 22

浮子（ブイ）（漁具） 7

0
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②  オプション項目データシート 

m

海岸基質： 砂浜 ○ 礫浜 磯浜 その他（ ）

N E

年 11 月 15 日 ～ 11 月 15 日

時 分 ○

時 分 ○

人 ○ 無 有 （バックホウ 台、ユニック 台 その他（ ）

奥行き方向の回収範囲 ○ 全範囲 一部範囲

河口付近： 島嶼地域：○

  

食品容器（ファーストフード、コップ、ランチボックス、それに類するもの）

ポリ袋（不透明、透明）

その他の漁具（漁具）

その他

(発泡スチロール) コップ、食品容器

その他

※　少なくとも「個数及び容量（L)」または「個数及び重量（kg）」を計測する。可能であれば、「個数・容量（L)・重量（kg）」すべて計測する。

0 0.00 0.00

12 1.60

33

アナゴ筒（フタ、筒）（漁具） アナゴ筒（フタ、筒）（漁具） 0 0.00

58 0.40

カキ養殖用パイプ(長さ10-20cm)（漁具） カキ養殖用パイプ(長さ10-20cm)（漁具） 0.000

0.02

0.15

0.16

0.05

大分類

プラスチック

0.00

その他 119 14.21

ストロー 0.80

食品容器 124 15.00

食品の容器包装 116 15.00

レジ袋 0 0.00

その他プラスチック袋 26

釣具 釣りのルアー・浮き 0.70

釣り糸 3

発泡スチロール製フロート、浮子（ブイ） 発泡スチロール製フロート・浮子（ブイ） 2 2.00

回収作業人数： 38 重機の使用：

（　　　　　　　ｍ）

0.50

その他の釣具

22

たばこ吸殻（フィルター） たばこ吸殻（フィルター） 6 0.10

漁網（漁具） 漁網（漁具） 0 0.00

かご漁具 1 0.10

その他の漁具

発泡スチロールの破片 発泡スチロールの破片 23.00

発泡スチロール製包装材 17 3.00発泡スチロール製包装材

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0 0.00

0.45

0.12

0.00

0.03

0.03

0.04

0.10

2.17

0.04

0.34

3.60

0.00

0.04

0.00

0.00

0.01

1.32

0.00

0.11

0.05

0.01

0.00

10.12

0.12

0.06

0.00

0.19

0.43

0.01

0.00

0.00

必須項目

ボトルのキャップ、ふた

ボトル

飲料用（ペットボトル）＜1L

その他のプラボトル＜1L

飲料用（ペットボトル）≧1L

その他のプラボトル類≧1L

飲料用（ペットボトル）＜1L 130 112.00

その他のプラボトル＜1L 3 6.00

飲料用（ペットボトル）≧1L 6 12.00

調査実施日： 2025

10 0回収開始時刻：

回収終了時刻： 15 0

オプション項目

漂着ごみ　データシート②

都道府県名： 和歌山県 調査海岸の奥行き(平均）：

実 施 者 ：一般社団法人　加太・友ヶ島環境戦略研究会

調査海岸：　　　　　　　　　　和歌山市沖ノ島（友ヶ島）　池尻浜海岸 調査地点　中心点：

約25

34.28307 135.00258

　※小数点第5位まで記載（例：N 35.00000、E 135.00000）

清掃： 3ヶ月以内に実施 1年以内に実施

台風・豪雨： 1ヶ月以内 3ヶ月以内

個数 容量（L)　※ 重量（kg）　※

ボトルのキャップ、ふた 210 2.51 0.46

0.14

3.37

0.28

55

マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 3 0.10

カップ、食器 1 1.00

0.07

0.05

0.01

0.06

その他のプラボトル類≧1L 1 3.00

ストロー

1.90

ライター ライター 0.014

テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） 21 0.11

シートや袋の破片 シートや袋の破片 5.50

硬質プラスチック破片 硬質プラスチック破片 15.00

ウレタン ウレタン 4.4022

浮子（ブイ）（漁具） 浮子（ブイ）（漁具） 7 2.70

ロープ、ひも（漁具） ロープ、ひも（漁具） 26.00

カキ養殖用まめ管（長さ1.5cm)（漁具） カキ養殖用まめ管（長さ1.5cm)（漁具）

生活雑貨（歯ブラシ等） 生活雑貨（歯ブラシ等） 23.0090

苗木ポット 苗木ポット

花火 0 0.00

4 0.80

玩具 16 0.60

プラスチック梱包材 6 0.60

シリンジ、注射器 2 0.10

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0

その他 0 0.00

食品容器（発泡スチロール） 219 12.10

コップ、食器（発泡スチロール） 0 0.00
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③  オプション項目データシート（続き） 

 

ゴム ゴム

ガラス、陶器 ガラス、陶器

金属 金属

紙、ダンボール 紙、ダンボール

天然繊維、革 天然繊維、革

木（木材等） 木（木材等）

電化製品、電子機器電化製品、電子機器

自然物 自然物

※　少なくとも「個数及び容量（L)」または「個数及び重量（kg）」を計測する。可能であれば、「個数・容量（L)・重量（kg）」すべて計測する。

その他

人力で動かせない物

0 0.00

0 0.00 0.00

0.00

0.00

その他

その他３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緯度：　　　　　　　　　　　　　　　　　経度： ごみの種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

0 0.00

0 0.00 0.00

1352.80 74.06

流木(径10cm以上，長さ1m以上） 161 1029.00 124.76

0.00

その他１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0 0.00

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

その他 0 0.00 0.00

220.50 32.44

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

その他 0 0.00 0.00

木材(物流用パレット、木炭等含む) 106

その他 0

0 0.00

0.00 0.00

ロープ、ひも 7 0.02 0.06

0.00

0.08

0.80 0.05紙片(段ボール、新聞紙等を含む)

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0 0.00 0.00

金属製漁具 0 0.00 0.00

0 0.00 0.00分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

その他 0 0.00 0.00

紙製コップ、食器 2

0 0.00

0.50 0.02

タバコのパッケージ（フィルム、銀紙を含む）

スチール製飲料用缶 0 0.00

金属製コップ、食器 0 0.00 0.00

0.01 0.04ワイヤー、針金 4

フォーク・ナイフ・スプーン等 0 0.00 0.00

2 1.50

電化製品、電子機器 3 0.21 0.07

灌木（植物片を含む、径10cm未満，長さ1m未満）

0 0.00

電球 0 0.00

蛍光管 0 0.00

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

14 3.00

その他 0 0.00

ビンのふた、キャップ、プルタブ 4 0.001

アルミの飲料缶

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0 0.00 0.00

0 0.00 0.00その他

7 0.12 0.07

0.00

3.00 0.01

花火

紙袋 0 0.00 0.00

食品包装材 2

紙製容器（飲料用紙パック等） 5 1.00

0.36その他の缶(ガスボンベ、ドラム缶、バケツ等)

金属片 4.10 0.32

0 0.00

ガラス、陶器の破片 1.60

食品以外容器 14 1.40

コップ、食器

0 0.00

その他 0 0.00

建築資材 0 0.00

食品容器

0 0.00

靴（サンダル、靴底含む） 5 6.00

ゴムの破片 0.07

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

タイヤ

玩具、ボール 11 1.80

風船 0 0.00 0.00

0.84

0.06

0.00

0.00

0.00

0.00

0.49

重量（kg）　※

0.00

0.59

0.21

0.00

0.99

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.005

大分類 必須項目 オプション項目 個数 容量（L)　※

0 0.00
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④  大分類別に見た漂着物の個数、容積、重量とその割合 

データシートの大分類別に、漂着物の個数、容積、重量とその割合を図 6に示した。ただし、個数

については、データシート上で個数の計測が求められていない項目については省かれている点に留

意する必要がある。省かれた項目を除けば、個数についてはプラスチックが 65 %を占め、次いで発

泡スチロールが多かった。容積については自然物が 65%を占め、次いでプラスチックが多かった。

重量については自然物が 67%を占め、次いでプラスチックが多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 池尻浜における漂着物の各測定結果と割合（大分類別） 

（左上：個数、右上：容積、下：重量） 
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3.2 深山第三砲台跡前海岸 

（1） 調査状況  

 深山第三砲台跡前の現地の状況を図 7から図 8に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 深山第三砲台跡前における漂着物の散乱状況（回収前） 

 

 

 

図 8 回収後の対象地  
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（2） 調査結果 

 データシートにまとめたデータを 10ページから 12ページに示した。 

 

① 必須項目データシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

m

海岸基質： 砂浜 ○ 礫浜 磯浜 その他（ ）

N E

年 12 月 7 日 ～ 12 月 7 日

時 分 ○

時 分 ○

人 ○ 無 有 （バックホウ 台、ユニック 台 その他（ ）

奥行き方向の回収範囲 ○ 全範囲 一部範囲

河口付近： 島嶼地域：

22

17

21

※１　少なくとも「個数及び容量（L)」または「個数及び重量（kg）」を計測する。可能であれば、「個数・容量（L)・重量（kg）」すべて計測する。

※２　ゴム、ガラス、陶器、金属、紙、ダンボール、自然物の個数については、破片類や灌木を除く。

大分類

ボトル

生活雑貨（歯ブラシ等）

19

ポリ袋（不透明、透明） 11

ライター 1

テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） 2

シートや袋の破片

硬質プラスチック破片

ウレタン 3

浮子（ブイ）（漁具） 2

アナゴ筒（フタ、筒）（漁具） 0

その他 20

食品容器（ファーストフード、コップ、ランチボックス、それに類するもの）

カキ養殖用まめ管（長さ1.5cm)（漁具） 22

カキ養殖用パイプ(長さ10-20cm)（漁具） 0

漁網（漁具） 0

その他の漁具（漁具） 0

釣具

たばこ吸殻（フィルター）

0苗木ポット

13 0

回収作業人数： 27

個数

プラスチック 32

台風・豪雨： 1ヶ月以内

重機の使用：

必須項目

ボトルのキャップ、ふた

ストロー 6

マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 1

ロープ・ひも（漁具） 4

0

金属 7

紙、ダンボール 5

(発泡スチロール) コップ、食品容器

発泡スチロール製フロート、浮子（ブイ）

発泡スチロールの破片

発泡スチロール製包装材

その他

ゴム

13

1

0

0

回収開始時刻： 10 30 清掃： 3ヶ月以内に実施 1年以内に実施

回収終了時刻： 3ヶ月以内

漂着ごみ　データシート①

都道府県名： 和歌山県 調査海岸の奥行き(平均）： 約15

一般社団法人　加太・友ヶ島環境戦略研究会

34.29295

　※小数点第5位まで記載（例：N 35.00000、E 135.00000）

実 施 者 ：

調査海岸：　　　　　　　　　　和歌山市　深山第三砲台跡前海岸 調査地点　中心点： 135.06855

調査実施日： 2025

飲料用（ペットボトル）＜1L 16

その他のプラボトル＜1L 1

飲料用（ペットボトル）≧1L 2

その他のプラボトル類≧1L 0

（　　　　　　　ｍ）

0.00 0.00

1.13

0.02

0.58

1.80

0.02

15.00

0.07

0.00

1.50

0.00

0.13

0.00

0.040.21

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

24.00

0.30

185.00

0.00

0.00

0.20

90.88

0.00

0.00

0.66 0.34

2.50 0.13

2.00 0.18

4.92

容量（L)　※１ 重量（kg）　※１

0.42 0.08

12.8 0.42

0.030.20

3.00

0.00

0.02 0.02

0.02 0.01

3.01 0.16

0.71 0.11

0.02 0.02

0.010.01

0.04

3.10

0.10

10.1

0.06

0.38

0.01

0.58

18.74

2.01

60.00

1.00

0.00

0.00

0.20 0.06

0.00 0.00

0.00

0.00

2.94

0.09

2.03

0.04

自然物

その他 その他 0

緯度：　　　　　　　　　経度：　　　　　　　　　ごみの種類（　　　　　　　　　　） 0

ゴム　※２

ガラス、陶器　※２

金属　※２

紙、ダンボール　※２

天然繊維、革

木（木材等）

電化製品、電子機器

人力で動かせない物

天然繊維、革 15

木（木材等） 12

電化製品、電子機器 2

自然物 502

3

ガラス、陶器
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② オプション項目データシート 

m

海岸基質： 砂浜 ○ 礫浜 磯浜 その他（ ）

N E

年 12 月 7 日 ～ 12 月 7 日

時 分 ○

時 分 ○

人 ○ 無 有 （バックホウ 台、ユニック 台 その他（ ）

奥行き方向の回収範囲 ○ 全範囲 一部範囲

河口付近： 島嶼地域：

  

食品容器（ファーストフード、コップ、ランチボックス、それに類するもの）

ポリ袋（不透明、透明）

その他の漁具（漁具）

その他

(発泡スチロール) コップ、食品容器

その他

※　少なくとも「個数及び容量（L)」または「個数及び重量（kg）」を計測する。可能であれば、「個数・容量（L)・重量（kg）」すべて計測する。

0 0.00

4

アナゴ筒（フタ、筒）（漁具） アナゴ筒（フタ、筒）（漁具） 0 0.00

22 0.21

カキ養殖用パイプ(長さ10-20cm)（漁具） カキ養殖用パイプ(長さ10-20cm)（漁具） 0.000

大分類

プラスチック

0.00

その他 19 18.73

ストロー 0.02

食品容器 9 2.01

食品の容器包装 10 0.70

レジ袋 0 0.00

その他プラスチック袋 1

釣具 釣りのルアー・浮き 1.10

釣り糸 7

発泡スチロール製フロート、浮子（ブイ） 発泡スチロール製フロート・浮子（ブイ） 1 60.00

回収作業人数： 27 重機の使用：

（　　　　　　　ｍ）

0.60

その他の釣具

14

たばこ吸殻（フィルター） たばこ吸殻（フィルター） 17 0.02

漁網（漁具） 漁網（漁具） 0 0.00

かご漁具 0 0.00

その他の漁具

発泡スチロールの破片 発泡スチロールの破片 1.00

発泡スチロール製包装材 0 0.00発泡スチロール製包装材

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0 0.00

0.09

0.07

0.00

0.04

0.02

0.01

0.06

0.38

0.01

0.58

0.13

0.00

0.04

0.00

0.00

0.00

0.00

1.00

0.12

0.02

0.58

0.00

0.00

0.00

0.01

0.00

2.93

0.01

0.08

2.03

0.04

0.00

0.00

0.00

必須項目

ボトルのキャップ、ふた

ボトル

飲料用（ペットボトル）＜1L

その他のプラボトル＜1L

飲料用（ペットボトル）≧1L

その他のプラボトル類≧1L

飲料用（ペットボトル）＜1L 16 12.80

その他のプラボトル＜1L 1 0.20

飲料用（ペットボトル）≧1L 2 3.00

その他のプラボトル類≧1L 0 0.00

ストロー

オプション項目

漂着ごみ　データシート②

都道府県名： 和歌山県 調査海岸の奥行き(平均）：

実 施 者 ：一般社団法人　加太・友ヶ島環境戦略研究会

約15

34.29295 135.06855調査海岸：　　　　　　　　　　和歌山市　深山第三砲台跡前海岸 調査地点　中心点：

調査実施日： 2025 　※小数点第5位まで記載（例：N 35.00000、E 135.00000）

10 30 清掃： 3ヶ月以内に実施 1年以内に実施回収開始時刻：

回収終了時刻： 13 0 台風・豪雨： 1ヶ月以内 3ヶ月以内

個数 容量（L)　※ 重量（kg）　※

ボトルのキャップ、ふた 32 0.42 0.08

0.42

0.03

0.07

6

マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 マドラー、フォーク、ナイフ、スプーン等 1 0.02

カップ、食器 10 1.00

0.00

0.02

0.01

0.07

0.01

ライター ライター 0.021

テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） テープ（荷造りバンド、ビニールテープ） 2 0.01

シートや袋の破片 シートや袋の破片 0.04

硬質プラスチック破片 硬質プラスチック破片 3.10

ウレタン ウレタン 0.103

浮子（ブイ）（漁具） 浮子（ブイ）（漁具） 2 10.10

ロープ、ひも（漁具） ロープ、ひも（漁具） 1.50

カキ養殖用まめ管（長さ1.5cm)（漁具） カキ養殖用まめ管（長さ1.5cm)（漁具）

生活雑貨（歯ブラシ等） 生活雑貨（歯ブラシ等） 15.0021

苗木ポット 苗木ポット

花火 0 0.00

玩具 0 0.00

プラスチック梱包材 0 0.00

シリンジ、注射器 1 0.01

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0

その他 0 0.00

食品容器（発泡スチロール） 6 0.01

コップ、食器（発泡スチロール） 7 2.00

0.101 0.01

0 0.00 0.00
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③ オプション項目データシート（続き） 

 

 

ゴム ゴム

ガラス、陶器 ガラス、陶器

金属 金属

紙、ダンボール 紙、ダンボール

天然繊維、革 天然繊維、革

木（木材等） 木（木材等）

電化製品、電子機器電化製品、電子機器

自然物 自然物

※　少なくとも「個数及び容量（L)」または「個数及び重量（kg）」を計測する。可能であれば、「個数・容量（L)・重量（kg）」すべて計測する。

大分類 必須項目 オプション項目 個数 容量（L)　※

0 0.00

0.25

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

重量（kg）　※

0.00

0.06

0.00

0.00

0.08

0.00

0.00

0.00

0.00

0.08

タイヤ

玩具、ボール 3 0.20

風船 0 0.00

0 0.00

靴（サンダル、靴底含む） 0 0.00

ゴムの破片 0.07

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

0 0.00

その他 0 0.00

建築資材 0 0.00

食品容器

0.00その他の缶(ガスボンベ、ドラム缶、バケツ等)

金属片 0.01 0.01

0 0.00

ガラス、陶器の破片 0.11

食品以外容器 0 0.00

コップ、食器

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0 0.00 0.00

0 0.00 0.00その他

0 0.00 0.00

0.00

0.00 0.00

花火

紙袋 0 0.00 0.00

食品包装材 0

紙製容器（飲料用紙パック等） 0 0.00

電化製品、電子機器 2 0.30 0.20

灌木（植物片を含む、径10cm未満，長さ1m未満）

0 0.00

電球 0 0.00

蛍光管 0 0.00

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

4 0.46

その他 0 0.00

ビンのふた、キャップ、プルタブ 0 0.00

アルミの飲料缶

紙製コップ、食器 5

0 0.00

2.50 0.13

タバコのパッケージ（フィルム、銀紙を含む）

スチール製飲料用缶 0 0.00

金属製コップ、食器 0 0.00 0.00

0.20 0.09ワイヤー、針金 3

フォーク・ナイフ・スプーン等 0 0.00 0.00

0 0.00

金属製漁具 0 0.00 0.00

0 0.00 0.00分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

その他 0 0.00 0.00

0.00

0.11 0.02紙片(段ボール、新聞紙等を含む)

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）0 0.00 0.00

その他 0

0 0.00

0.00 0.00

ロープ、ひも 15 2.00 0.18

0.00

24.00 4.92

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

その他 0 0.00 0.00

木材(物流用パレット、木炭等含む) 12

120.00 11.48

流木(径10cm以上，長さ1m以上） 8 65.00 79.40

0.00

その他１（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他２（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 0 0.00

分類に無いもので多数見つかった場合には記載（　　　 　　              　　　　）

その他 0 0.00 0.00

その他

人力で動かせない物

0 0.00

0 0.00 0.00

0.00

0.00

その他

その他３（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

緯度：　　　　　　　　　　　　　　　　　経度： ごみの種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

0 0.00

0 0.00 0.00
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④  大分類別に見た漂着物の個数、容積、重量とその割合 

データシートの大分類別に、漂着物の個数、容積、重量とその割合を図 9に示した。ただし、個数

計測の不要な項目が省かれているため留意が必要な点については、池尻浜海岸と同様である。省かれ

た項目を除けば、個数についてはプラスチックが全体の 75 %を占め、次いで発泡スチロールが多か

った。容積については自然物が 53 %を占め、次いでプラスチックが多かった。重量については自然

物が 86 %を占め、次いでプラスチックが多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 深山砲台後前における海岸漂着物の各測定結果と割合（大分類別） 

（左上：個数、右上：容積、下：重量） 

 

 

 

漂着物の個数 漂着物の容積（ℓ） 

漂着物の重量（kg） 

プ       
      
     

     ー   
            

 （ 材 ）  
        

  物  
         

漂着物の容積    と割合

プ      

        

    

 （ 材 ）  

           

  物

              

漂着物の重量      と割合
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3.3 池尻浜と深山第三砲台跡前の比較 

調査対象 2地点における漂着物の総個数、総容積、総重量を図 10に示した。個数、容積、重量は

いずれも池尻浜の方が深山第三砲台跡前よりも多く、個数は 6.3倍、容積は 4.5倍、重量は 1.7倍の

差があった。漂流物は、大阪湾から紀淡海峡を通って太平洋側に向かう南向きの潮流に流された場合、

紀淡海峡の東側に位置し、潮流に対して西向き（側面）の深山第三砲台跡前よりも、紀淡海峡の中央

付近に位置し、潮流に対して北向き（正面）の海岸である池尻浜に溜まりやすいことが推察された。 

 

 

 

 

 

図 10 調査対象 2地点における漂着物の測定結果 

（左：個数、中央：容積、右：重量） 
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池尻浜 深山

 地点の重量比較個数 容積（ℓ） 重量（kg） 
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3.4 過年度結果の推移 

 池尻浜および深山第三砲台跡前の 2 地点での調査は令和 5 年度以降ほぼ同様の調査方法で継続的

に実施しているため、過年度結果の推移を図 11に示した。結果から、令和 7年度の個数は池尻浜で

は令和 6年度に比べて若干の減少が見られ、深山砲台では若干の増加が見られたが、大きな差はなか

った。一方、容積は池尻浜、深山砲台とも令和 7年度が最小となり、重量は池尻浜では令和 7年度、

深山砲台では令和 6年度の値が最小となった。両海岸とも、調査実施時点前の気象条件や清掃活動の

影響を受けており、年度ごとの増減に関する要因は明らかになっていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 調査対象における過年度結果の推移 

（上左：個数、上右：容積、下：重量）  
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重量

池尻浜 深山

重量（kg） 

容積（ℓ） 
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3.5 調査結果のまとめ 

・ 池尻浜海岸では合計で個数 1,686 個、容積 1,573.9ℓ、重量 184.9kg の海岸漂着物が回収された。

大分類別では、容積・重量ともに最大であったのは自然物であった。人工物の中で最も多かった

のは個数、容積、重量ともプラスチックであり、次いで発泡スチロールであった。 

・ 深山第三砲台跡前では個数 268 個、容積 348.5ℓ、重量 105.7kg の海岸漂着物が回収された。こ

ちらも、容積・重量ともに最大であったのは自然物であった。人工物の中で最も多かったのは個

数、容積、重量ともプラスチックであった。 

・ 池尻浜海岸と深山第三砲台跡前海岸を比較してみると、個数・容積・重量ともに池尻浜海岸の方

が多かった。これは、調査地点の位置関係が影響している可能性があった。 

・ 過年度結果の推移から、令和 7年度は昨年度と比較して 2地点とも大きな個数の変化はなかった

が、容積は減少した。年度ごとの増減に関する要因は明らかになっておらず、漂着物の量や組成

に影響する要因の特定を進めていくことが期待される。 

 

以上 


